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こちらはＡさんです。 

 Ａさんは，とある中小企業で，中間管理職で

ある部長として，毎日がんばっていました。 

 

『うーん、最近、私の部署の業績がどんどん下

がってしまっている。徐々に徐々にではある

ものの、もう長いこと、業績が下がり続けてい

る。 

 それに、遅刻する社員もいるし、おしゃべり

が多い社員もいて、なんだか、社内の雰囲気が

たるんでいる気がする。なんとなくだけど、こ

のままだと、まずい気がする。 

 それに、これから、すごい不景気が来るかも

しれないとも言われている。 

 それを考えると、不安になる。いったい、ど

うしたら、良いのだろうか？』 

 

『あー、不安だ。怖い。私は性格的に、人に厳

しくするのが苦手なので、今までずっと厳し

くできなかったけれども、もう、さすがにここ

まで来たら、まずい気がする。 

 今ここで、Ｖ字回復できなかったら、いよい

よ、社員のリストラをせざるを得なくなって

しまう。 

 昔、一度、リストラで社員をクビにしたこと

があるが、あんなにかわいそうなことは、もう

二度としたくない。辛い』 
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『よし、もうこうなったら、これからは心を鬼

にして、厳しくしていこう。 

よし、明日からは、心を鬼にしよう。 

 そして、私の部署の業績は、一円単位で数字

も厳しく管理して、個人責任を明確にして、で

きる社員は評価して、できない社員には厳し

くしていこう』 

 

 こうして、Ａ部長は、今までとは態度をガラ

っと変えることにしました。 

 

『おい！そこの君、１分遅刻だぞ。いったい、

何を考えているんだ。１分単位で時間を守る

のは社会人の基本だろう。 

 ここは学校じゃないんだぞ、学生気分でい

られたら困るんだよ！！』 

 

 

『おいおい！そこの君たち、いつまでだらだ

らおしゃべりしているんだ。 

 お遊びでやってるんじゃないんだぞ。  

 一円でも多く売り上げを上げるのが業務時

間なんだぞ！！』 

 

 

このように、Ａ部長はかなり厳しい態度で、

部下に接するようになりました。 

 そして、社内では私語厳禁とし、業務に関係

ない会話を禁止しました。 

 また、個人ごとに売り上げのノルマを設定

し、ノルマを達成した社員さんは高く評価し、 

達成できなかった社員さんには厳しく接しま

した。 
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この結果、社内には緊張感があふれ、社員さ

ん一人一人が自分のノルマを意識して行動し

始め、部署の売り上げが少しずつ上昇してい

きました。 

 

 

 

『おお！やったぞ！！今までの態度を改めて

厳しくした結果、遅刻する人はいなくなった

し、社内の無駄なおしゃべりもなくなった。 

みんな静かに黙々と仕事をするようになって、

ノルマも意識するようになって、さっそく、売

り上げが上がり始めたぞ。よーしよし、いいぞ、

この調子だ』 

 

 

『さてさて、次は何をすべきだろうか。売上が

上がってきたから、あとは経費削減をして、 

利益を増やしたいところだな。 よし、経費削

減をどんどんしていこう』 

 

 

 

 

 

こうして、Ａ部長は、経費削減に取り組みま

した。えんぴつ１本、消しゴム一つから、消耗

品の管理を徹底するルールを作りました。 

  

 また、残業代を削減するため、残業は原則禁

止としました。業務は日中の業務時間内に１

２０％集中するルールとして、残業はよほど

のことがない限り、認めないという制度に変

更しました。業務時間は１分１秒を大切にし

て必死に働くルールとしました。 
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さらに、会社が負担していた、お茶代やコー

ヒー代や、おやつなどのお菓子代は、全て廃止

しました。 

 

 

 

 

 

また、部署の懇親会、レクリエーション、イ

ベントもすべて廃止とすることで、経費を一

気に削減しました。 

 

 

 

 

 

『やったー、やったぞ、うちの部署の経費が一

気に削減できたぞ。 

 これで、売り上げは上がり、経費は下がり、

結果、会社に残る利益がどんどん増えていく

ぞ』 

 

 それから、しばらくしてからのことです。 

 

 

 こちらは、Ａ部長の部下のＢさんです。 

  

『ふー、今日も疲れたなぁ最近、業務時間内の

１分１秒を大切にして集中している分、残業

なしで帰れるようになって、家族との時間が

増えたり、スキルアップの時間が増えたり、リ

フレッシュできて、また仕事に集中できて、な

んだかよい感じだな。うれしいなぁ』 
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『しかもさ、ノルマをこなして、売り上げを上

げたら、お給料でも評価してもらえて、 

嬉しいなぁ。ありがたいなぁ。最高だな』 

 

 それから、さらにしばらくしてからのこと

です。 

  

『ふー、今日も疲れたなあ。それにしても、な

んだか、Ａ部長、人が変わったように厳しくな

ったよなぁ。個人ごとのノルマが設定されて

から、最初は、見込みのある営業先が多かった

から、最初のうちはノルマ達成しやすかった

けど、しばらくすると、もう見込み先の刈り取

りが終わっちゃって、そうすると、今度は、全

然ノルマ達成できないから、Ａ部長が厳しす

ぎて、怖いんだよなぁ。それにさ、社内がいつ

も誰もしゃべらなくて、なんだかピリピリし

ているから、会社にいるだけでつらいよな。   

 失敗しちゃったときとかは特に、もう社内

にいることがつらいんだよ』 

 

『最近、退職者も増えてきたし、正直、おれも

考えちゃうんだよなぁ。スマホ見てると、転職

情報がわんさか表示されてさ、魅力的な転職

情報たくさんあるから、ついつい気になっち

ゃうんだよなぁ。今って、人手不足の時代だか

ら、転職先ってたくさんあるんだよね』 

 

 このように、Ａ部長の部署では、売上が上が

ったのは一時的で、その後、業績は徐々に横ば

いとなりました。 

 そして、退職者が徐々に増えていきました。 



  

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『がーん！がががーん！！なんでなんだー。 

 うちの部署からどんどん退職者が出てしま

った。なんでなんだー』 

 

 

 

 

 

『前に比べて業績が上がったことは良いこと

なんだから、どうしてみんなそれを喜ばない

んだ。 会社は業績を上げ続けなければ存続

できないものだからみんなには厳しくしたけ

れども、それで業績上がったんだから、 

それで納得して働き続けてもらえないものだ

ろうか』 

 

『でも、人手不足のこの時代で、これだけ退職

者が出てしまったら、そもそも売り上げがも

う上がらないどころか、これからかなり下が

ってしまう。仕方ない、私が方針転換するしか

ない。会社から人がいなくなってしまっては

どうしようもない。 

 やはり、コミュニケーションは大切だ。ピリ

ピリしすぎるのは、実は私もさすがにどうか

とも思った。特に、失敗してしまった社員さん

が、社内にいづらそうにしていて、かわいそう

だった』 

 

『やっぱり、元に戻そう。みんなが職場でワイ

ワイやっていた頃のように、やっぱり、コミュ

ニケーションは大切にしていこう。それでも、

業績が上がっていけばリストラしないで済む』 

 

 こうして、Ａ部長は、社内の状況を元に戻し

ました。 

 すると、徐々に、退職者は減っていきました。 

 しかし、やはり、徐々に業績は下がってしま

いました。 
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『だめだー、やっぱり、徐々に業績が下がって

きてしまっている。 

 このままだと、また部下のリストラをしな

ければ、ならなくなってしまう。 

 それどころか、今後の不景気を考えると、も

う会社自体が最悪な事態になってしまうこと

もあり得る。いったい、どうしたらいいんだー』 

 

 

 

 さて、ここで、意見交換タイムにしたいと思

います。 

 もし、あなたが、このＡさんだったら、どん

な対応をすると良いと思いますか？ 
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＜参考＞ 

「ノルマを重視すべきか・・・」 

「社内の雰囲気を重視すべきか・・・」 

 永遠のテーマともいうべき悩ましい問題、

組織によって置かれている状況はさまざまで

はあるものの、多くの組織でよく聞かれる問

題と思われます。 

解決策も組織ごとに違うと思われますの

で、今後、どうしていくべきかについての意

見交換に活用していただければと思い、マン

ガ形式の物語を創作しました。 

 ご参考になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


